
火力火力



気温が上がるとガスタービンの出力が気温が上がるとガスタービンの出力が11割ぐらい割ぐらい
低下するため、低下するため、4040万万kWkW減少を見ている。減少を見ている。

長期休止。なぜ稼働しないか。長期休止。なぜ稼働しないか。
これでこれで195195万万kWkW生まれる。生まれる。



関電は火力を関電は火力を14151415万万kWkWとしているが、としているが、
すでに海南火力すでに海南火力22号機号機4545万万kWkWの修理の修理
にめどがつき、今夏には運転再開できにめどがつき、今夏には運転再開でき
るのだから、それを計算しないのは、なるのだから、それを計算しないのは、な
ぜなのか。火力は現状でもぜなのか。火力は現状でも14561456万万kWkW
ある。ある。



今日は、まだ今日は、まだ44月月55日である。真夏を迎えるまで日である。真夏を迎えるまで
にに33ヶ月もヶ月も44ヶ月もある。普通の企業であれば、たヶ月もある。普通の企業であれば、た

だちに休止プラントの整備にとりかかり、稼働さだちに休止プラントの整備にとりかかり、稼働さ
せるように必死になって取り組む。ところが電力せるように必死になって取り組む。ところが電力
会社は、サボタージュを決め込んで何もしない。会社は、サボタージュを決め込んで何もしない。

自動車販売のセールスマンが、「うちには売る自動車販売のセールスマンが、「うちには売る
自動車がありません」と言うか？自動車がありません」と言うか？

そんなことを言えば、世間では笑い者だ。そんなことを言えば、世間では笑い者だ。
こんな電力会社は、電気を売る事業者とは言こんな電力会社は、電気を売る事業者とは言

えない。えない。関西停電関西停電と社名を変えるべきだ。と社名を変えるべきだ。



要するに、関電は、電気事業者で要するに、関電は、電気事業者で
ある発電のプロとしての自覚をまっある発電のプロとしての自覚をまっ
たく喪失している。関西地方の企業たく喪失している。関西地方の企業
と消費者を欺いて、原発を再稼働さと消費者を欺いて、原発を再稼働さ
せるための最悪のシナリオだけを提せるための最悪のシナリオだけを提
示し、いわれなき電力不足の不安を示し、いわれなき電力不足の不安を
煽って、日本全土に脅威を与えてき煽って、日本全土に脅威を与えてき
た。ここまでくれば、日本の産業を故た。ここまでくれば、日本の産業を故
意に破壊する犯罪企業である。意に破壊する犯罪企業である。



水力水力



水力はどうか・・・水力はどうか・・・

一般の水力発電と一般の水力発電と
揚水発電がある揚水発電がある
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揚水ポンプ揚水ポンプ

上部貯水池上部貯水池

下部貯水池下部貯水池

発電所発電所

揚水揚水ダムダム

水水

水水

電気を使って水を汲み上げる電気を使って水を汲み上げる

夜夜

電気電気



発電機発電機

上部貯水池上部貯水池

下部貯水池下部貯水池

水水

水水

昼間昼間

電気電気

電力ピーク時間帯電力ピーク時間帯

水を落として発電する水を落として発電する



揚水を小さく見積もる理由はまったくないのに揚水を小さく見積もる理由はまったくないのに
235235万万kWkWとしているので、としているので、253253万万kWkW生まれる。生まれる。

渇水を予測して小さく見積もるというが、渇水を予測して小さく見積もるというが、
過大な渇水予測をおさえて過大な渇水予測をおさえて225225万万kWkWとしている。としている。

3737



他社受電他社受電



注意しなければならないのは、電力会社注意しなければならないのは、電力会社
の供給能力が、自社の火力・水力だけではの供給能力が、自社の火力・水力だけでは
ないことにある。ないことにある。

すなわち、その地方地方にある民間の大すなわち、その地方地方にある民間の大
企業が発電機を保有して、そこから電力会企業が発電機を保有して、そこから電力会
社に大量の電気を送って、毎年の電力需社に大量の電気を送って、毎年の電力需
要を満たしている。それを、電力会社側で要を満たしている。それを、電力会社側で
はは「他社受電契約」「他社受電契約」と呼んで、この電気も買と呼んで、この電気も買
い取って消費者に送電し、実際の電力需給い取って消費者に送電し、実際の電力需給
計画を立てている。計画を立てている。



「他社受電契約」「他社受電契約」の数値は、の数値は、さきほどと同さきほどと同
じように、じように、資源エネルギー庁統計情報資源エネルギー庁統計情報
電力調査統計統計表一覧２－（３）最電力調査統計統計表一覧２－（３）最
大三日平均電力（一般電気事業者）の表に大三日平均電力（一般電気事業者）の表に
出ている。これは、出ている。これは、電力会社が実際に買い電力会社が実際に買い
取った取った実績の数字実績の数字である。である。

しかし毎月の電力会社の購入値が変化しかし毎月の電力会社の購入値が変化
するので、この表の、するので、この表の、20102010年年44月～月～20120122年年11
月までほぼ一年間の、九電力各社におけ月までほぼ一年間の、九電力各社におけ
る「他社受電契約」最大値る「他社受電契約」最大値がが、その地方に、その地方に
おける購入可能な電力おける購入可能な電力であるである。。



２－（３）最大三日平均電力２－（３）最大三日平均電力
（一般電気事業者）（一般電気事業者）



他社受電他社受電
平成平成2424年年11月月sheetsheet

関西電力関西電力



これを表にまとめると・・・これを表にまとめると・・・
ここここ22年ほどでは年ほどでは

他社受電実績の最大値は他社受電実績の最大値は
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今年今年11月における月における最大値最大値670.2670.2万万kWkWをを
関西電力が購入可能であることが分る。関西電力が購入可能であることが分る。



これは、非常に重要な事実である。これは、非常に重要な事実である。
なぜなら、今年は、なぜなら、今年は、11月月1313日に伊方日に伊方22号号

機が定期検査入りして運転を停止し、機が定期検査入りして運転を停止し、11
月月2727日に島根日に島根22号機が定期検査入りし号機が定期検査入りし
て停止したため、西日本の原発は、自て停止したため、西日本の原発は、自
社（関電）の高浜原発社（関電）の高浜原発33号機だけが運転号機だけが運転
している状態であった。している状態であった。

さらにさらに22月になっても、関電は月になっても、関電は638638万万kWkW
を他社受電で供給している。を他社受電で供給している。つまり、こつまり、こ
の他社受電には、まったく原発が入っての他社受電には、まったく原発が入って
いない。いない。



新日本製鉄、新日本製鉄、東京ガス、大阪ガス（ガス＆パワー）、東京ガス、大阪ガス（ガス＆パワー）、荏荏
原製作所、昭和電工、トーメンパワー、日立造船、新日本原製作所、昭和電工、トーメンパワー、日立造船、新日本
石油精製石油精製と新日本石油と新日本石油（現・ＪＸ日鉱日石エネルギー）、（現・ＪＸ日鉱日石エネルギー）、
日立製作所、神戸製鋼所、出光興産、日本製紙、川崎製日立製作所、神戸製鋼所、出光興産、日本製紙、川崎製
鉄（現・ＪＦＥスチール）、コスモ石油、宇部興産、鉄（現・ＪＦＥスチール）、コスモ石油、宇部興産、住友金住友金
属工業、土佐発電（太平洋セメント）、住友大阪セメント、属工業、土佐発電（太平洋セメント）、住友大阪セメント、
糸魚川発電（日本セメント）、大平洋金属（現・大平洋エネ糸魚川発電（日本セメント）、大平洋金属（現・大平洋エネ
ルギーセンター）、住友大阪セメント、ポリプラスチックス、ルギーセンター）、住友大阪セメント、ポリプラスチックス、
明海発電、神鋼神戸発電（神戸製鋼所）、九州石油、双明海発電、神鋼神戸発電（神戸製鋼所）、九州石油、双
日佐和田火力（双日）、ジェネックス（東亜石油）、三菱レ日佐和田火力（双日）、ジェネックス（東亜石油）、三菱レ
イヨン、三菱電機、さらに住友商事や丸紅の子会社イヨン、三菱電機、さらに住友商事や丸紅の子会社などなど
など。など。

これら大企業が、合計すれば大量の発電能力を持ってこれら大企業が、合計すれば大量の発電能力を持って
いる。いる。



さきほどと同じ「統計表一覧」ページさきほどと同じ「統計表一覧」ページ



５５－（－（１１））自家用発電所認可出力表自家用発電所認可出力表





資源エネルギー庁による資源エネルギー庁による
地方別の自家発電の認可出力地方別の自家発電の認可出力

20102010年年99月末月末 日本全体で日本全体で6036036.86.8万万kWkW
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11年後の年後の20112011年年99月末には月末には
677.0677.0万万kWkWに増えているに増えている

万万kWkW



近畿地方の自家発電能力は、資源エネ近畿地方の自家発電能力は、資源エネ
ルギー庁の認可出力によれば、（ルギー庁の認可出力によれば、（20102010年年99
月末）月末） 669.2669.2万万kW kW 、、（（20120111年年99月末）月末）677.0677.0万万
kW kW ある。ある。

関電が関電が今年今年11月に月に民間の企業から購入し民間の企業から購入し
た電力た電力670.2670.2万万kWkWとピッタリ合うとピッタリ合う。。



ところが関電は、ところが関電は、522522万万kWkWしかしか
計算していない。計算していない。670670--522522＝＝148148
万万kWkWも値切っているのはなぜなも値切っているのはなぜな
のかのか!!!!



ほかの電力会社からのほかの電力会社からの
融通電力はどうか・・・融通電力はどうか・・・



東日本と西日本では、東日本と西日本では、
電力の周波数が違うので電力の周波数が違うので
少量の電力しか融通できない。少量の電力しか融通できない。
言い換えれば、下記の言い換えれば、下記の
西日本の電力会社同士では西日本の電力会社同士では
自由に電力を融通できる。自由に電力を融通できる。

中部電力中部電力

関西電力関西電力

中国電力中国電力 北陸電力北陸電力

四国電力四国電力九州電力九州電力



20122012年年22月月2020日、高浜原発日、高浜原発33号号
機が定検入りして関電の原発が機が定検入りして関電の原発が
全基運転を停止し、西日本の原全基運転を停止し、西日本の原
発がすべて停止した発がすべて停止した!!!!

つまり関電に原発の電気を融つまり関電に原発の電気を融
通する会社はなくなった。通する会社はなくなった。



関電は関電は例年、四国電力から例年、四国電力から3030万万kWkWを融通を融通
してもらってきたが、自家発電の四国企業リしてもらってきたが、自家発電の四国企業リ
ストには、電源開発の橘湾発電所ストには、電源開発の橘湾発電所210210万万kWkW、、
大王製紙大王製紙5050万万kWkW、住友共同電力、住友共同電力2525万万kWkW、、
丸住製紙丸住製紙1515万万kWkW、、〆〆めてめて300300万万kWkWある。ある。

ここから四国電力の他社受電実績ここから四国電力の他社受電実績100100万万
kWkWと、四国電力の必要分と、四国電力の必要分3030万万kWkWを引くと、を引くと、
170170万万kWkWの余剰があり、これを四国地方かの余剰があり、これを四国地方か
ら関電に融通できる。ら関電に融通できる。
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20112011年夏における四国電力の発電能力年夏における四国電力の発電能力

火力火力379.7379.7

水力水力114.1114.1

他社受電契約他社受電契約97.897.8

原発原発202.2202.2

570570

万万kWkW

591.6591.6 原発なしで原発なしで

20112011年年33月の資源エネルギー庁月の資源エネルギー庁
発電所認可出力表より。他社受発電所認可出力表より。他社受
電は電は20102010年年1212月における最大値。月における最大値。

余剰余剰21.621.6
＝＝3.83.8％％

3.83.8％では少し足りないので、％では少し足りないので、
3030万万kWkW上積みすれば、上積みすれば、88％％
の余裕になる。の余裕になる。



四国の人、企業にとって、四国の人、企業にとって、
伊方原発の再稼働は、伊方原発の再稼働は、
まったく必要ない。ただちまったく必要ない。ただち
に廃炉にせよ。に廃炉にせよ。



また中国電力の余剰はまた中国電力の余剰は243243万万kWkWある。ある。
中国電力の中国電力の88％余剰必要分は％余剰必要分は9393万万kWkW
なので、なので、243243--9393＝＝150150万万kWkWは楽に関電は楽に関電
に融通できる。に融通できる。

中部電力も、北陸電力も余っている。中部電力も、北陸電力も余っている。
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20112011年夏における中国電力の発電能力年夏における中国電力の発電能力

火力火力780.1780.1

水力水力290.6290.6

他社受電他社受電341.4341.4
原発原発128.0128.0

余剰余剰243.0243.0
＝＝20.820.8％％

1169.11169.1

万万kWkW
20102010年夏の猛暑時に島根原発年夏の猛暑時に島根原発22基が基が不正で停不正で停
止中だったので、止中だったので、停電しないことを実証ずみ停電しないことを実証ずみ

1412.11412.1
原発なしで原発なしで

20112011年年33月の資源エネルギー庁月の資源エネルギー庁
発電所認可出力表より。他社受発電所認可出力表より。他社受
電は電は20102010年年88月における最大値。月における最大値。



中国地方の人、企業に中国地方の人、企業に
とって、島根原発の再稼とって、島根原発の再稼
働は、まったく必要ない。働は、まったく必要ない。
ただちに廃炉にせよ。ただちに廃炉にせよ。
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20102010年夏の猛暑時における中部電力の発電能力実績年夏の猛暑時における中部電力の発電能力実績

ガス火力ガス火力1471.31471.3

石油火力石油火力509.0509.0

石炭火力石炭火力410.0410.0
水力水力185.9185.9
揚水揚水336.0336.0
他社受電契約など他社受電契約など188.0188.0
原発浜岡原発浜岡33･･44号号223.7223.7

余剰余剰403403
＝＝14.914.9％％

26982698

万万kWkW

原発なしで原発なしで

中部電力の「平成中部電力の「平成2323年度電力需給供給年度電力需給供給
計画概要」などより。計画概要」などより。

（最大電力・発電能力とも発電端で示す）（最大電力・発電能力とも発電端で示す）

3100.03100.0



中部地方に、企業中部地方に、企業
が続々と移転するほが続々と移転するほ
ど、浜岡原発を全基ど、浜岡原発を全基
停止しても、電力に停止しても、電力に
余裕がある。そして余裕がある。そして
昨年昨年1212月から、中部月から、中部
電力が九州電力電力が九州電力とと関関
西電力に電力融通を西電力に電力融通を
始めた。始めた。



今年今年77月には、中部電力が新潟県に月には、中部電力が新潟県に
建設中の上越火力発電所が運転を建設中の上越火力発電所が運転を
開始するので、最新鋭の開始するので、最新鋭のLNGLNGコンバイコンバイ
ンドサイクルンドサイクル22基基238238万万kWkWが加わって、が加わって、
電気があり余るほどになる。電気があり余るほどになる。



中部地方の人、企業に中部地方の人、企業に
とって、浜岡原発の再稼とって、浜岡原発の再稼
働は、まったく必要ない。働は、まったく必要ない。
ただちに廃炉にせよ。関ただちに廃炉にせよ。関
電にはいくらでも融通でき電にはいくらでも融通でき
る。る。
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20112011年年夏における北陸電力の発電能力夏における北陸電力の発電能力

火力火力440.0440.0

水力水力190.4190.4

他社受電他社受電51.051.0

原発原発174.6 174.6 （名目（名目189.8189.8））

余剰余剰139.6139.6
＝＝25.825.8％％

541.8541.8

万万kWkW （最大電力・発電能力とも発電端で示す）（最大電力・発電能力とも発電端で示す）

681.4681.4
原発なしで原発なしで

20112011年年33月の資源エネルギー庁発電所認月の資源エネルギー庁発電所認
可出力表より。他社受電は可出力表より。他社受電は20112011年年11月に月に
おける最大値。おける最大値。



北陸地方の人、企業に北陸地方の人、企業に
とって、志賀原発の再稼とって、志賀原発の再稼
働は、まったく必要ない。働は、まったく必要ない。
ただちに廃炉にせよ。ただちに廃炉にせよ。



中部電力中部電力

関西電力関西電力

中国電力中国電力 北陸電力北陸電力

四国電力四国電力
九州電力九州電力



以上から関電の供給力を総計すると以上から関電の供給力を総計すると
①①火力火力──── 4141万万kWkW
②②休止火力の稼働休止火力の稼働────(195(195万万kW) kW) 
③③水力水力──── 253253万万kWkW
④④他社受電他社受電──── 148148万万kW kW 
⑤⑤四国電力融通四国電力融通──── 170170万万kW kW 
⑥⑥中国電力融通中国電力融通──── 150150万万kWkW

合計合計──── 762762万万kWkW
中部電力・北陸電力の融通なしでも、中部電力・北陸電力の融通なしでも、不足不足

387387万万kWkWを補って余りある過剰な電力。を補って余りある過剰な電力。
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余剰余剰375375万万kWkW
13.513.5％％

今年は、関電が動今年は、関電が動
かそうとしない火力かそうとしない火力
を休止したままでも、を休止したままでも、
真夏にこんなに電真夏にこんなに電
力は余っている。力は余っている。


